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研究成果の概要（和文）：琵琶湖の沿岸地域の地層記録と、歴史資料により過去の大規模水

害履歴を明らかにする目的で行った。琵琶湖沿岸では、琵琶湖北湖の東岸にある愛知川河

口沖と、琵琶湖南湖の東岸にある草津川沖で、水深を変えてボーリング調査による地層標

本を採取し、その層相と年代から、洪水記録の抽出を試みた。その結果、100 年前頃に大
規模な削剥があり、それ以前の数千年間の記録が失われていた。そのため、琵琶湖湖岸に

おける洪水記録が正確に得られないことが検討された。歴史資料からは、琵琶湖周辺地域

で記録されたものを抽出してリスト化した。 
 
研究成果の概要（英文）：The object of this study is a knowing about records of large scale 
floods in a historical age by using historiographical materials and boring cores at 
offshore of Lake Biwa. We got some boring cores at offshore of the Echi river mouth 
and of the Kusatsu river mouth which are at east side of Lake Biwa. Sediment in term 
of thousands of years in their cores have been lost by erosion of about 100 years ago, so 
we could not get flood history in the historical age from a geology. Flood records around 
Lake Biwa were assembled and are listed from historiographical materials. 
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１．研究開始当初の背景	
 
	
 毎年のように起きる洪水も、大災害を起こ
す最大規模のものは数百年間隔であり、低頻
度ではあるが社会にとって非常に大きなダ
メージを与える。このような洪水は、通常の
洪水では到達しない深い海底や湖底へも堆

積物を供給し、大規模洪水の記録として地層
中に保存される。地層中に残される過去の水
害記録は、必ずしも完全な記録ではない歴史
史料の記録を補う上で、また、その規模を知
る手助けとなる。洪水による深い海底や湖底
に堆積物を供給する流れとして、近年ハイパ
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ーピクナル流が注目されている（Mulder	
 et	
 
al.,	
 2001：Geo-Mar.Lett.,21 など）。その認
定については、その流れの性質から類推され
る堆積物形態からの議論がある（齋藤ほか，
2005：地学雑誌，114 など）。研究代表者らが
行っている琵琶湖湖岸の堆積相観察からは、
湖岸付近の堆積物は、多くが洪水によって堆
積したものである事が考えられる。さらに、
湖岸地域にある洪水堆積物に 1m もの層厚が
存在することから、規模の大きい洪水であれ
ば、沖合にまで到達する事が予想される。地
層中から明らかにされる大規模洪水の履歴
からは、将来的に起こるであろう当該災害が、
どの程度の頻度で来るのかを推定する材料
となるため、歴史史料に残る記録以上に精度
よくその周期性についての議論が可能とな
る。	
 
	
 
２．研究の目的	
 
	
 本研究では、過去の大規模洪水の周期性を
探る基礎的研究をとして次の事を行うこと
を目的とする。(1)歴史史料に記述されてい
る大規模洪水と地震の記録と、琵琶湖湖底堆
積物に残る大規模洪水と地震の記録との時
代照合を行い、(2)発生機構の異なる両者の
層相や粒径など性質上の違いを明らかにし、
(3)地層中のそれらの発生機構の認定法を確
立する。さらに、その事例研究として、琵琶
湖地域における大規模洪水の周期性につい
て検討を行う。この結果は、有史以前の地震
活動史および、大規模洪水の記録を明らかに
する上で重要な情報をもたらすと予想され
る。	
 
	
 
３．研究の方法	
 
	
 本研究は 3 年計画で行った。堆積物は、洪
水時に水流と共に琵琶湖へ流入して堆積す
る可能性が高い河口沖の数地点を調査対象
とした。琵琶湖湖底から重力式コアラーやピ
ストンコアラーにより湖底堆積物を採取し、
堆積年代は炭素 14 法およびテフラ対比で決
定した。琵琶湖湖底の河川河口沖でどのよう
に堆積物が分布しているのかを知るために、
重力式コアラーで表層から 20cm 程度の堆積
物を採取し、現在の琵琶湖における堆積物の
粒度分布を調べ、大規模な洪水流でのみ粗粒
堆積物が届く距離および水深について検討
を行う。その分布から、より深いボーリング
を行う地点を検討し、堆積物採取・観察を行
う。歴史史料によるリストは、従来研究によ
り編纂された災害史を活用しつつ、琵琶湖地
域の自治体史から災害の記述を読み取る。堆
積物と歴史史料にみられる洪水や地震記録
の年代対応により、堆積起因の明かな堆積物
の層相・粒度組成などの特徴から洪水堆積物
の認定法を検討した。また、その結果から、
琵琶湖地域を事例研究として、気候変化との

関係を考慮しながら、大規模洪水の周期性に
ついて検討を行った。	
 
	
 
４．研究成果	
 
（1）近江地方におこった洪水について、歴
史史料の記述を抜粋し、リスト化した。ただ
し、近世など近い年代のものは膨大な資史料
があるため、主要なものを抜粋した。	
 
（2）琵琶湖北湖西岸の安曇川河口沖におい
て、水深約 35m 地点と約 40m 地点において表
層部分約 10〜15cm の堆積物を採取し、洪水
成の堆積物について検討した。湖底下 9.5〜
10cm の層準に植物片を含む極細粒砂層ない
しやや粗粒なシルト層が観察された。従来研
究によるこの地点の堆積速度から推定され
るこの砂層の年代は、1950 年代後半のものと
推定され、この当時には琵琶湖地域で大規模
な地震はなく、1959 年には 2 つのの大規模な
洪水が観測されていることから、これらの洪
水によるもと考えられる。また、植物片を含
むことからも、この砂層が洪水流による堆積
物であることを示唆している。このことから
安曇川河口沖には洪水による記録が堆積物
として残されている可能性が高い。ただし、
琵琶湖西岸は断層帯が近いために湖底の傾
斜がきつく、深い地点でのみ調査が可能であ
るため、今回の調査計画にある採泥器では深
いボーリングコアが得られなかった。したが
って、琵琶湖周辺地域でおこった大規模な歴
史地震の年代の深度まで到達できなかった
ため、地震を期限とするタービダイト層をボ
ーリングコア試料として得ることはできな
かった。	
 

	
 
（3）琵琶湖北湖東岸の愛知川河口沖を対象
として、琵琶湖への流入方向へ水深 10m から
40m までの表層堆積物（堆積物の深さ 10 から
20cm）をボーリング調査によって採取し解析
した。それによると、水深 30m の地点（河口
から約 2.2km）までは明瞭な薄い砂層が挟在
しており、砂の供給が深い地点にまで及ぶこ

 
図 1	
 安曇川河口沖の表層堆積物 



とがわかった。この深さは予想以上に深い地
点まで砂の供給が頻繁にあったことを知る
こととなった。これらの砂層は洪水によって
もたらされたとされる堆積構造を残してい
ない。さらに、生物擾乱を受けており一回の
洪水でもたらされたかどうかについては判

断が難しい。また、炭素 14 年代測定によっ
て年代を得るための植物片は水深 25m 付近の
地点以浅にあり、より水深の深い地点では年
代指標に乏しいことが理解された。	
 
	
 前述の結果を踏まえ、愛知川河口沖の数地
点でより厚い堆積物をえるボーリング調査
を行い、水深 20m から 30m の数カ所において
50cm から 100cm の堆積物を得た。これらのボ
ーリングコアの層相からは、いくつかの洪水
によってもたらされたと考えられる砂層や、
植物濃集層がみられた。これらの堆積物の堆
積年代を含まれる植物片の炭素 14 年代測定
によって検討したところ、およそ 100 年前か
ら6000年〜1万年前までの堆積物の欠如があ
ると考えられる結果が得られた。これを受け
たその周辺のボーリング調査からは、河川の
流入方向からややずれた水深 20m の地点では
約 7000 年前の火山灰が見つかり、大規模な
削剥が行われている可能性が示唆された。	
 
（4）３と同様のボーリング調査を、琵琶湖
南湖の東岸に位置する草津川河口沖におい
ても行ったところ、洪水によってもたらされ
たと考えられる砂層の挟在が認められたが、
炭素 14 年代測定によって堆積した年代を検
討したところ、ここでも約 100 年前から 6000
年前の堆積物の欠如が見られた。このような
堆積物の欠如は、この期間に堆積作用がほと
んどなかったか、堆積作用を伴いつつ何度も
起こる削剥によって結果として堆積がなか
ったか、約 100 年前に大規模な削剥が起こっ

たかが考えられる。これらの推定の中で、琵
琶湖湖岸ではどのような堆積作用が行われ
ているのかを知る上では、今後、琵琶湖河口
沖を中心とした湖底の堆積作用の検討を進
める必要がある。	
 	
 
	
 以上の結果から、琵琶湖の河口沖では、水
深の深いところでも粗粒堆積物が分布する
ため、大規模洪水による流入以外にも沖合へ
粗粒堆積物を供給する堆積機構が存在する
と考えられた。また、削剥量が多いため、粗
粒堆積物による大規模洪水流の流入の記録
が保存されていると期待された湖岸地域は
削剥が激しい地帯であり、歴史時代の洪水記
録を正確に保存していないことが推定され
る。	
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図 2	
 愛知川河口沖表層堆積物 

 
図 3	
 旧草津川河口沖と愛知川河口沖の
ボーリングコア柱状図 
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